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第 3回三郷市景観協議会における『三郷市景観計画骨子素案』に対す

る指摘事項と対応事項の要約 
整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

『届出等の手続きの詳細図

の修正』について 

①（旧資料）P-9(2)届出等の手
続きの詳細で、図-A の詳細
と図-Bの詳細を同じ図で表
現するのではなく、 
P-8(1)届出等の手続きの概
要の図の表現と同様に、分
けて表記する必要がある。 

１ 

  

【説明資料 1 P-9,10】 

①（旧資料）P-9(2)届出の手続きの詳細の図を P-8（1）届出等の手続き
の概要の図の表記に倣って、図 Aの詳細と図 Bの詳細に分けて表記
しました。 

別紙 2 

9-   
 

修正前 

9-   

修正後 

-10-
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整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

『届出の対象物の明確化』について 

②景観形成基準の考え方について、各ゾ
ーンの中にある建物は全て対象になる
考え方であるのか、又は景観形成基準
に該当するものだけが対象になるのか
を明確にする必要がある。 

２ 

  

【説明資料 1 P-1】 

②行為の制限に関する事項（景観形成基準）の（１）「景観
形成基準の設定の考え方」の最上部①に下記の事項を追記
しました。 

 

修正前 

修正後 

『景観形成基準は、すべての「建築物等」、「開発行為」、

「木竹の植栽又は伐採」、「屋外における土石、廃棄物、

再生資源その他の物件の堆積」の行為を対象とし、良

好な景観形成の推進を目的として定めるものです。        

ただし、届出は一定規模のものを対象として行います

（第５章「２届出対象行為」参照）。』 
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整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

『景観トラブルへの対応』について 

③-1、2 樹木については、日照の問題や
種子の落下による周辺農地への
影響も懸念されるので、景観形
成基準で緑化に関して誘導する
であればトラブルが起きた場合
の対応についても考える必要が
ある。 

  

【説明資料 2 P-2】 

③-1 今後、景観に関するトラブルが発生した場合は、景観
審議会で審議して頂きたいと考えています。 

③-2 景観トラブルの低減化を図るため、景観形成基準の 
「⑨外構と緑化」の種別に『周辺環境を考慮し』とい
う文言を追記しました。 

またそれに伴い、周辺環境の例示として以下の文言を
追記しました。 

 

３ 

『緑化に関する文言を、景観的に寄与

する書き方へ修正』について 

③-3 景観形成基準の「⑨外構と緑化」の
中で、「まち並みに連続した緑化に
配慮します。」という表現になって
いるが、この文言表現では、外から
見えない位置に植栽されてしまう
事が懸念されるので、景観的に寄与
するためにも、外部から見える位置
に植栽して頂くように文言表現を
修正する必要がある。 

③-3 景観形成基準の「⑨の外構と緑化」の例示の「道路沿
いに生垣又は低・中・高木類の植栽」という文言の冒
頭に『目に付き易い』を追記しました。 

修正前 修正後 

『→農地や隣地に日陰や落ち葉、樹種等による

悪影響を 与えないような考慮（以下同じ）』 
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整理 
番号 

指摘事項 対応事項 

『用語説明の挿入』について 

④行為の制限に関する事項の
文中で、「階高」、「雁行」、「分
節」と専門的な用語が記述
されているので、一般の方
でも理解できるように用語
説明等を挿入する必要があ
る。 

 

④景観計画の巻末に用語説明を挿入し、その中でご指摘の用語に関し
て説明を致します。 

４ 

   


